










 要釣:現在のわが国における神経芽細胞腫スクリーニングの実施状況をふまえ、神経芽細

胞種死亡減少の効果を、疫学的に評価するための研究設計を検討した。すでにスクリーニ

ングが全国規模で実施されていることを考慮し、比較的短期間に、費用が少なく、各種偏

りが小さく、検証力が強い研究設計として、後ろ向きコホート研究のデザインが考えられ

た。この後ろ向きコホート研究のもと、神経芽細胞腫死亡の減少を、統計学的に検証する

ために必要となるサンプル・サイズの検討を行つた。その結果、死亡率の減少が 40%、未

受診者の割合が 20%、追跡期間が 4歳まで、 α=0.05、β=0.1 もしくは 0.3 の条件下で、

必要となる対象総数は 2328 万人-年もしくは 1214 万人-年であった。このことから、スク

リーニング導入後 10 年間についてコホートが設定でき、新生児出生が年間 2 万人規模の

地域であれば 26 ヵ所程度(β=0.1)、もしくは 13 ヵ所程度(β=0.3)設定できれば、評価が

可能であることが予測された。


